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水蓄熱式空調システムは、主に地下の空間を水蓄熱槽として利用。冷房時は
冷水、暖房時には温水で蓄熱する。蓄熱槽の水は、消防用水や災害時の雑用水
にも利用が可能。

氷蓄熱式空調システムは、夜間に、夏は氷、冬は温水を作って蓄えておき、昼間
の冷暖房などに利用される。

床暖房ユニットで温水を作り、床下に敷いた温水パネルにお湯を流して暖房
を行う。

ヒートポンプを製品の製造工程に利用するシステムで、加熱や冷却、乾燥に
利用される。

エコキュートなどのヒートポンプを利用した給湯システム。従来型の給湯機と
比べてCO2排出量を大幅に抑えられる。

熱源機器と空調機を組み合わせる空調方式で、一般には熱源機器を一か所に
集中設置し、冷温水を空気調和機に送水して冷暖房する。大規模建築物に多い。 
（ウォーターチリングユニット、ターボ冷凍機等） 

地中熱利用は、地中の温度変化が少ないことを利用し、熱交換器で採熱あるいは
排熱して冷暖房に活用するシステム。大気中に放熱しないので、ヒートアイランド
現象の抑制に効果がある。

地下水熱は、地中熱同様に外気温度に比べて年間を通して安定しており、冬は
暖かく、夏は冷たい特質がある。この温度差を利用して、冷暖房や給湯などの
熱源に利用される。
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空調を必要とするエリア（各階、各フロア）毎に空調機を設置する空調方式で、
空調の起動や停止、温度調節、風量調節等をエリア毎に設定できる。小中規模
建築物に多い。（パッケージエアコン、ビル用マルチエアコン等） 

個別分散

夜間電力を利用して貯湯する大型電気温水器や温水器。電気温水器

スーパーマーケットやショッピングセンターにおいて、閉店後や人の少ない
夜間に、蓄熱槽に氷をつくり、昼間のショーケースの冷却に利用する。ショーケース

アイコン解説


